
別紙様式２

【基本事項】

139

会計

10 款 5 項

2 目 2 細目

5 章

3 節

1 項

【事業目的】

【事業内容】

【事業コスト】

単位

千円

日

日

千円

千円

千円

千円

千円

千円

コストの
増減理由

通信費のみだが、公民館需用費で賄えたため減少している。

一般財源 16 62 42 32 0

その他財源

地方債

16 62 42 32 0

財
源

特
財

国・県補助金

その他

0

人
件
費

主担当職員

その他職員
費
用

   事業費合計 16 62 42 32

費用合計

区　分 Ｈ20決算 Ｈ21決算 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算

意　図
（事業の狙い）

　町民１スポーツの推進のため、スポーツを実践していない方の取り込みを主な狙いとして
いる。

見直しの履歴 　関係種目は、協力団体と見直しながら進めている。

実施内容
少年陸上教室（陸上クラブから支援協力あり）　　軽スポーツ講習会（町体育指導
委員会が主体運営）　　　トレーニングマシーン講習会（町民体育館で対応）
AED講習会（広域消防北支署・救命救急士から協力あり）

社会体育事業費

総合計画の
位置づけ

(前期基本計画)

「心豊かな人と文化を育むまち」づくり

生涯スポーツの充実

生涯スポーツ・レクリエーションの推進

対　象
（誰、何を）

　小学生から一般までを対象にしたスポーツ教室

根拠法令 町条例・要綱等

予算
科目

一般会計

科目
教育費 社会体育費

保健体育費

担当課 教育課 担当名 生涯学習生涯スポーツ担当　

事業期間 □単年度　■単年度繰返（平成9年度開始）　□期間限定（　　　年度～Ｈ　　年度）

事業評価シート
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【項目別評価】（Ａ高～Ｄ低）

B B B

✔�

✔� ✔�

【総合評価と改善計画】

ランク

【外部評価と評価委員意見】

✔�

　　縮小 ← 成果 → 拡大

外部評価 外部評価委員意見

B   年齢を問わず全町民が参加したくなるような実施要領やメニューの改善が必要であ
る。

町民・議会等の
要望・時期等

今後の方向性 □廃止　□休止　□終了　□統合　□継続　■一部見直し　→ 見直しの方向性

改善計画
　参加対象や開催時期、周知方法、メニューの改善が必
要。また、空き校舎の利用や地域を対象としたスポーツ教室
等も検討してニーズ拡大を図る。

減
↑

費
用
↓

増

　町民一人１スポーツを推進するう
えで重要であるが、日中の開催が
多いため参加人数が減少してい
る。

　スポーツ普及のために、内容の
改善・PRを行っていく。

　身体を動かすことの重要性や救
える命を救う学習など、繰り返しの
要素があることからマンネリ化して
いる。　教室の開催時期及び参加
対象について見直す必要があ
る。

Ａ:計画どおり事業推進が適当　　　　Ｂ:事業の進め方に改善が必要
Ｃ:事業規模、内容等の見直しが必要　Ｄ:事業の統合、休・廃止が必要

総合評価
　各種スポーツ教室は、町民の健康づくりとスポーツ振興に繋がることから
継続して実施する必要がある。 B

民間と競合している
町民負担を見直す余地が
ある

継続実施しても成果向上の
余地がない

理由 理由 理由

住民ニーズが低下、または
サービス過剰

従事人数を節減する余地
がある

対象を見直す余地がある

国・県事業と重複 事務改善の余地がある
成果向上のために事業内容
を見直す余地がある

妥当性
（行うことは適当か）

効率性
(削減余地がないか)

有効性
(成果が向上しているか)

当初の目的を達成している
事業費を節減する余地が
ある

上位施策にあまり貢献して
いない


